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シ山 ト１
河困 さ ん は、 在胎 ３７週で ２４８ ５ｇ の女泥 を分 娩 しま した。 劣娩後 直後 の診
察 を終 え た赤 ちゃ んは、 母 の元に連 れて こ られ穏や か に して いま した。
助 産 師 ：少 し小さ いけれ ど元気な 女の子 です。
河 顧： かわ いい ですね。
分 娩後 の 処置 の痛 みも忘れて しま うほ どです。
助 産師 ： お母 さん の処置が 落ち着く ま で、 赤 ちゃ んをお 預 かり して し ばらく 観
察 させ て い危だきま す。
そ の後 時 折泡 沫状 のよだれ を吸引 され たり していま したカミ、 生後６ 時間 では 母
と 同室 に なり初 回 楠乳も開 始されま した。
抽出を期待する事項
１． 出産後 の 赤ちゃ んの子 宮外 環 境への 適応生 理鉋
２． 正 常 胎 児 発 育
シー ト２
２回 目 の授 乳 を終 え た後、 突 然 顔 色
が 不良と な る事 が あり ま した。 短 時 間で 改善 しま した
が、 そ の後 も 同 じよ う な事が 繰 り返 さ れだ ので、 河 閏 さ んは ナー スコ ール で看 護師 を 呼び
ま し だ
。
看護 師 が し ばらく 様子 を 見て いる と突 然全身 色 が不 良と な る発 作が 数回認 め られま した。
抽出を期待する事項
１． チアノ ー ゼ をき たす原 因
２． チアノ ー ゼ をき たす機 序
）’
シ ー ト３
看 護 師 はこ の様子 を確 認する と直 ちに 小児科 医 師に連 絡 しま した。
看 護 師 ：生 後ユ Ｏ 時間後 ころ より 断 続的 にチア ノー ゼが 見 られ るの で すが、 酸 素を投与
し た ほ う が 良 い で し１よ う か。
医 師： 直 ぐに見 に行きま す。 それ ま で酸素 は投与 しな いで下 さ い。
駆 けっ けた 小児科 医 は直ちに 診察 を開 始 し検 査の 指示 を出 しま し牟。
医 師： 顔色 不良 の時 は全く 呼吸 を して い ないね。 体を 丸く して硬 直 している ね。
抽 出を期 待 する事 項
１． チ ア ノ ー ゼ の 対 処 法
２、 新 生妃 無呼吸 発作 の鑑別
３１ 新 生妃 痙撃の 鑑別
シー ト４
Ｘ 線 写真 と 血 液 ガス の結 果を 見 花 医師 は 呼吸管 理 を含む 様々 な指 示 を出 しま し危。 処 置が
ひと 段 落 した とこ ろで、 医 師 は両 親に 説明 しま し危。
医師 ： 細薗 に 感染 され て いる よう で す， 現在 の状態 は とて 芯厳 じいた め、 呼吸管 理や循 環管
理 を しっ かり行 う 必要 があ りま す。
父 ： どん な細 菌 に感 染 したの です か
医 師： ま だ培 養 の結 果が 出て いま せ ん淡、 感 染 は脳 に お波及 してい る よう です。
母 ： それ で は何 か後 遺症 を残 して しま う 事も ありま す か。
医 師： ま だ確 定的 なこ と は判り ま ぜん。 いずれ、 落 ち着い た ら検 査 しま しょ う。
資料
１． Ｘ 線 写 真
２． 液 検 査所 昆 ・髄液 検査 結果
抽出を期待する事項
１． 敗
血 症 の 診 蛎
２． 髄 膜炎 の 検査 結果
シー ト５
血 液培 養 と髄 液培 養 からＢ 弾溶連 菌 が検出 されま した。




二 欄 の検 査を しま した。 広 範囲 に脳カ
ｓ傷害を 受 けて いま す
この 子は 神 経が傷 害さ れ、 後遺 症淡残 る事 ので しょ う か。
こ れ からの こと を考 える と不 安です。
抽出を期待する事項
１． 新 生児感 染 症 の起因菌
２． 胴ＲＩ 所 見 の 正
常 と 異 常
３． 育 児困 難の ある 児の 退院 に際 しての 対応
